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	教育実践コラボレーション・センター企画 第80回　「知的コラボ」の会
	教育の「日本型」国際化はありうるのか？ ―国際バカロレア導入の政策過程を事例として―
	2010年代より教育の国際化が政府・財界主導で推進されてきました。一見矛盾するような国家による国際化という試みは可能なのでしょうか。可能だとして、それは何をもたらすのでしょうか。本会では、国際バカロレア導入をめぐる政策を事例として考えてみたいと思います。
	【日時】2026 年10月15日(木)　13:15～14:45 【場所】教育学部本館　第1会議室 【話題提供】岩渕 和祥  講師  　　　　　    (グローバル教育展開オフィス)　
	学生の参加も歓迎します。お気軽にご参加ください



